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営農振興基金をはじめとする総合支援策の実施

　多様な担い手の育成・支援と
して、新規就農者や規模拡大を
目指す生産者に対する「営農振
興基金」や、農業用に関連する
免許の取得、獣害被害への対策
等への支援も続けています。さ
らに、30年度からは、GAP認
証取得に必要な審査費用等の助
成や、農業資金新規借入先への
借入金利の減免や保証料の全額
助成を開始しました。

白ネギの産地拡大

　収益性が高く、安定的な需要が見込まれる白ネギに着目し、新規生産者の育成・確保を行いながら産地拡大の取組
みを進め、営農指導員の定期的な圃場巡回、栽培研修会の開催が品質向上と安定生産に繋がり、28年度には特定野
菜等供給産地育成価格補助事業の指定野菜として認定され、生産面積15.2haの県下最大の産地へと成長しました。

加工用野菜の生産振興

　ライフスタイルの変化や高齢化の進展に伴う食の外部化により加工・業務用野菜の需要が高まる中、実需者ニーズ
に対応した契約取引により、加工用白菜・カボチャの生産を推進し、農家経営の安定と所得向上に取組んでいます。

子会社「アグリサービス鈴鹿」による農業経営の実践

　子会社「アグリサービス鈴鹿」は、これまでJA本体で実施してきた農業経営を引き受け、ニンジン・ジャガイモ・
白ネギなど12品目の多彩な野菜作りと、コシヒカリ、キヌヒカリの２品種の稲作に取組んでいます。
　「アグリサービス鈴鹿」ではGAP認証取得を進めており、平成30年12月にJGAP認証を取得。安全・安心に配慮
した生産管理が高く評価され、生産するニンジンがJAL国際線の機内食の食材として採用されました。

12.1ha
224.1㌧
7,937万円

38名

13.5ha
263.0㌧
7,855万円

40名

15.2ha
12.5㌧
397万円
43名

生 産 面 積

出 荷 量

販 売 高

生 産 者 数

成 果 指 標

白 ネ ギ

29年度 30年度 元年9月末

7.8ha
220.5㌧
1,250万円

27名

10.8ha
555.9㌧
3,173万円

32名

5.8ha
59.1㌧
748万円
19名

生 産 面 積

出 荷 量

販 売 高

生 産 者 数
※ 30年度上半期の出荷量および販売高は、カボチャのみの実績です。

成 果 指 標

加工用野菜
ハクサイ・
カボチャ（　　）

2 9年度 30年度 元年9月末

4.1ha
－  

4.5ha
1.0ha

4.9ha
4.7ha

成 果 指 標
農業経営作付面積（野菜）

〃　　　（ 米 ）

2 9年度 30年度 元年9月末

535万円（12件）
13万円( 6件）
－    (  －  ）

161万円（51件）
18万円（ 7件）

11万円( 9件）
784万円（86件）

   1,254万円（ 36件）

2万円（ 2件）

340万円（ 23件）

274万円（ 75件）

99万円（ 23件）

52万円（ 42件）

831万円（137件）

4,518万円（130件）
15万円（ 8件）

1,155万円（ 82件）

762万円（251件）
153万円（ 37件）

144万円（119件）
1,616万円（223件）

営 農 振 興 基 金

（うち多彩な野菜作り応援事業）

（うち園芸事業バリューチェーン応援事業）

獣 害 被 害 対 策 支 援

農業関連特殊免許・GAP認証取得支援

農機格納点検整備料助成

農業資金借入者への負担軽減措置

※ 農機具等リース助成事業（累計）：9,326万円（46件）  【内訳】水稲5,565万円（24件）、茶：3,761万円（22件）
※ 茶における品質向上対策事業（累計）：2,330万円（93件）

成 果 指 標 30年度 元年9月末 累　　計
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12ＪＡ鈴鹿の自己改革の取組みののののののののののののののの のののののののののののののＪＡ鈴鹿の自己改革の取組み
　令和元年５月末に５年間続けた農協改革の集中推進期間の期限を迎え、農水省から一定の評価を得ることがで
きましたが、「自己改革」に終わりはなく、当組合では、引き続き「農業者の所得増大」・「農業生産の拡大」・「地域の
活性化」に向けた取組みを着実に進めています。今月は、今年度の取組み状況の上半期実績をご報告致します。

今月の特集



農機レンタルおよび農作業請負の利用拡大

　農機コストの低減による所得増大と組合員の営農継続
を後押しするため、農機レンタルの普及拡大に取組んで
います。
　また、遊休地や耕作放棄地の発生防止に向けて、地
域農業を支える担い手と連携し、田植え・稲刈りなどの
水田農作業を中心とした農作業請負を行っています。

農産物直売所「果菜彩」の販売拡大

　各地区で野菜栽培研修会の開催や、いきいき農業大学の開校、多彩な野菜づくりを推進し、出荷会員の拡大に取組
んでいます。果菜彩各店舗では、品揃えの充
実と定期的な集客イベントの開催により、販
売拡大に取組んでいます。
　端境期対策と品質向上対策としては、農産
物品評会を通じて、生産者へ作付提案を行う
とともに、野菜保管用冷蔵庫を活用し、品質
保持と品不足の解消に努めています。
　また、出荷者へ生産履歴記帳と農薬の適正
使用に関する指導を行うとともに、定期的に
残留農薬の自主検査を実施し、安全・安心な
農産物を消費者に提供にしています。

米生産の維持・拡大に向けた取組み

　生産者手取りの向上に向けて、土壌診断の分析結果に基づく土づくりや適期施肥、病害虫の適期防除など基本技術
指導の充実に取組むとともに、水稲青空教室を各地区で開催し、良質米づくりを推進しました。
　販売面においては、大口出荷奨励に加え、担い手支援対策として集荷特別対策奨励を実施し、集荷拡大に取組むと
ともに、系統委託販売とJA独自販売を並行して行い、有利販売に努めています。
　また、増加する外食・中食需要への対応として、担い手へ業務用米の作付提案を行った他、県内JAに先駆けてドロ
ーンを使った粒剤農薬散布テストを実施。ドローンの技能認証取得費用に対する助成も行った結果、ドローン普及率
は県内１位になりました。

学校給食への地元産農産物の納入拡大

　生産者へニンジン・ジャガイモ・タマネギの契約栽培を推進するとともに、子会社による農業
経営により、学校給食への地元産農
産物の納入拡大に取組んでいます。
また、端境期対策として設置してい

る野菜の専用冷蔵庫により、保管期間の長期化と品質保持
を可能とし、年間を通じた安定納入に取組んでいます。

農業生産コストの低減に向けた取組み

　入札制度による仕入業者の選定や新規仕入先の開拓、肥料の銘柄集約を踏まえた予約購買の拡大など、仕入機能の強
化を図り良品安価供給に取組む他、大口購入者に対しては、購入数量や金額に応じた奨励をそれぞれ実施しています。
（約1,500万円）茶生産農家へは、肥料メーカーと連携したコンサルティングにより年間施肥設計を策定し、各農家に
応じたオーダーメイド型の利用提案を行っています。

トロ箱養液栽培システム「うぃずOne」による試験栽培の実施

　水稲育苗ハウスの休止期間を活用し、トロ箱養液栽培システム「うぃずOne」
によるカラフルミニトマトとキュウリの試験栽培を行いました。
　省力・低コスト技術として期待できるほか、トロ箱で栽培する利点を活かした
土壌病害虫対策としても有効であることから、今後は、幅広い生産者へ普及拡大
に取組んでいきます。令和元年度は、新たに１農家が取組みました。

119件
12機種
48件
6.4ha

150件
13機種
41件
5.4ha

101件
13機種
37件
5.6ha

利 用 件 数

取 扱 機 種

実 施 件 数

実 施 面 積

成 果 指 標

農　　機
レンタル

農 作 業
請　　負

29年度 30年度 元年9月末

※ 鈴鹿市中学校給食の鈴鹿産の納入量です。使用率は重量ベースの割合です。

75,899㌔
45.2％

66,714㌔
44.3％

30,002㌔
43.3％

成 果 指 標
地元産農産物納入量
(使用率 )

2 9年度 30年度 元年9月末

5億2,84万円
367,079名

568名
31回(585名参加)

408戸
12回

   5億2,622万円
388,530名

574名
22回(461名参加)

415戸
12回

315点 47点

2億1,316万円
192,083名

575名
18回(397名参加)

320戸
6回

果 菜 彩 取 扱 高

　　〃 来 店 客 数

　　〃 出荷会員数

野 菜 栽 培 研 修 会

生産履歴記帳実施農家数

残留農薬検査実施回数

※ 端境期対策品目（指定野菜）として、ハクサイ、カリフラワー等の種苗を出品予定者461戸へ無料配布しました。

成 果 指 標

農産物品評会 茶 品 評 会

29年度 30年度 元年9月末

2019.12月号
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「食」と「農」を基軸とした協同組合活動の展開

　地域小学校への出前授業や果菜彩倶楽部会員を対
象としたふれあい農園での農業体験、親子料理教室な
ど世代やニーズに応じた食農教育を実践し、「食」と
「農」に対する関心を高め、地域農業への理解促進に取
組んでいます。
　また、「新予約共同購入運動」
を通じて、食の安全・安心を広め
る活動に取組むとともに、班員の
拡大に努めています。
　

ＧＡＰ（農業生産工程管理）の推進

　米・青果物・茶・畜産の品目ごとにJGAP指導員有資格者10名を配置し、新たにGAP認証取得に取組もうとする生
産者への支援に取組みました。GAPに対応した新生産履歴システムを活用し、認証取得のサポートを行い、30年度
からは、GAP認証取得にかかる審査費用等の一部助成を行い、生産者へのGAP推進を本格的に開始し、管内では子
会社「アグリサービス鈴鹿」を含め、約13件がGAP認証を取得しました。

６次産業化商品の開発・販売

　地元産農産物の付加価値を高め、農業所得の向上に寄与することを目指し、6次産業化商品（農産物加工品）の開
発・販売に取組んでいきます。
　鈴鹿ブランドに認定されている「鈴鹿茶ペットボトル」をはじめ、みえの安心食材に認定されている果菜彩米を使
用した「おかゆ」や白ネギと地元産大豆を原材料とした「白ねぎ味噌」、地元産米を使用した純米吟醸酒「鈴海山」
や「手づくり甘酒」、管内産の梅と日本酒で仕込んだ「鈴海山梅酒」を販売しています。

組合員・地域住民が安心して暮らせる地域社会の実現

　鈴鹿さつき温泉では、高齢者の健康維持・増進の場として、組合員・年金振込者を対象とした無料招待や、ボラン
ティア会員による「ふらっとほーむ」を開所し、介護予防活動を行っています。コーディネーター資格の取得助成や
血圧計などの健康測定器具の無料貸出を実施し、活動の充実に取組んでいます。
　各店舗では、組合員をはじめ誰もが気軽に参加できる介護予防教室を開催し、スクエアステップを通じて心身の健
康と地域の活性化に取組むとともに、鈴鹿市および亀山市と地域の見守り活動に関する協定を締結し、日常業務を通
じた声掛けや安否確認を行い、高齢者や子供など誰もが安心して生活できる地域づくりに取組んでいます。

組合員・地域とのつながり強化

　「のうきょうまつり」など、様々な地域密着型イベントを通じて組合員・地域との交流
を深めるとともに、新たなJAファンづくりに取組んでいます。
　例年、秋ののうきょうまつりでは、農産物品評会出品物の即売会を開催し、売上金は
社会貢献活動の一環として寄付しています。
　また、管内で開催される地域イベントへ協賛し、活動支援に取組むとともに、スポーツ振興として日本リーグに参
戦している地元ハンドボールチーム「三重バイオレットアイリス」への活動支援を行っています。

女性組織の育成・活性化

　「食」や「農」、「くらし」に関心がある女性の参加を促進し、女性部の会員拡大に取組むとともに、女性部活動の
充実・活性化を図るため、新支部設立や活動支援を
行っています。
　また、女性の声を事業運営に反映させるため、女
性部役員とJA役員との意見交換会を開催し、積極的
な話し合いを行っています。
　女性組織の育成に向けては、「すずか女性大学」や
「フレッシュミズすずか」を通じて、若手女性層の
JA事業への理解深化に取組んでいます。

明生・若松・加太・稲生・庄内・天名・
白川・合川・昼生・井田川・玉垣・椿・飯野

出前授業実施小学校
30年度（上半期）

11校
3回
2回
4回

136名

13校
3回
2回
4回

139名

13校
3回
1回
1回

130名

地域小学校への出前授業
ふれあい農園等での農業体験
親子料理教室
男の料理教室
新予約共同購入

元年9月末成 果 指 標 29年度 30年度

1,237名
13支部

２６８名参加
７２９名
45名
14名

1,283名
13支部

２94名参加
７7９名
54名
16名

1,315名
12支部
－

７15名
60名
17名

ＪＡ女性部会員
ＪＡ女性部支部数
JA鈴鹿女性部のつどい
女性部活動（味噌づくりなど）
すずか女性大学受講生
フレッシュミズすずか会員

元年9月末成 果 指 標 29年度 30年度
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　～5/20
【全体運】守りの姿勢が強くなる気配。あえてチャレンジ精神をモットーに過ごすとグッド。

開運には神社の境内の散策を

【全体運】行動力が高まる時期。やりたいことに挑戦すれば、予想以上にすんなり成果が出
せるはず。遠出の旅行も刺激大牡羊座 3/21

　～4/19
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みんなのひろば5
2019.12月号 【全体運】何かと迷いが生まれやすい傾向に。1人で悩まず、信頼できる人に相談を。リラッ

クスするにはアロマが最適

【全体運】考え方が両極端になりやすいかも。中庸を心掛けて。普段は見ないジャンルの芸
能に触れることで、新発見あり双子座 5/21

　～6/21

蟹　座 6/22
　～7/22

わわわわわががががががが
ややややややががががががが ののののアアアアアアアアアアイイイイイイドドドドルルル

荷を始めて約2年になる野﨑さん。季節の野菜を中心に栽培に励
み、主に独学で野菜作りに取組んでいます。野﨑さんは「知り合いの

方からのお誘いで出荷するようになりました。農業は自分の健康作りもか
ねて続けていきたいと思っているので、良い商品をたくさん出荷していき
たいです」と話してくれました。

シンプルに煮物でお召し上がりください。

出

鈴鹿市西庄内町
野﨑紀子さん
出荷しているもの

里芋
出荷場所：鈴鹿店

長男   葵都（あおと）くん（1歳）

　
お父さん　　　　　お母さん

本郷隼也さん・冴子さんの

人歩きが上手になって、ますます好奇心旺盛になってきた葵都く
ん。最近は、言葉も少しずつわかってきたようで、名前を呼ばれ

ると満面の笑顔で応えてくれるそうです。日ごとに出来る事が増えて
いくので、次はどんな仕草を覚えるのか、毎日の成長が楽しみです。

元気で誰からも好かれる子になってね!ご両親から一言

一



10月30日、鈴峰ゴルフ倶楽部で「アクティブラ
イフ倶楽部」ゴルフコンペを開催しました。会員
同士の親睦や健康増進・健康維持を目的に開催
し、コンペはダブルペリア方式で行われ、参加者
はスコアだけでなく、道中のドラコン賞やニアピ
ン賞も競いながら全18ホールのプレーを楽しみ
ました。

ゴルフコンペで親睦深める

▲ 綺麗なフォームでナイスショット！

10月26日、食育活動の一環として、本店前ふれ
あい農園で「果菜彩倶楽部」会員を対象にサツマ
イモの収穫体験を開きました。今年で11回目の
開催を迎え、90名の方にご参加頂きました。この
活動は、農業の楽しさや大変さ、食べることの大
切さを知ってもらおうと毎年開催しています。

収穫の秋
サツマイモの収穫を体験

▲ 食べごろサイズのサツマイモがたくさん収穫できました

10月25日から井田川柿部会が栽培する「次郎
柿」の出荷が始まりました。出荷は11月初旬がピ
ークとなり、１１月下旬頃まで出荷が続きました。
台風19号の影響が心配されましたが、大きな被
害は無く、例年より数日程度の遅れでの出荷とな
りました。

柿出荷スタート
井田川柿部会

▲ 良質な柿が出荷されました

▲ 講師に習いながら作業を進めました

9月24日、若松支店管内の女性が集まり、新た
に女性部若松支部を立ち上げ、10月11日、発足後
初めての活動として、食彩工房味夢～みらい～で
そば打ち教室を開きました。教室では、「そば塾
すゞか」から招いた講師の指導を受けながらそば
打ちを楽しんだ後、自作したそばを試食しました。

女性部若松支部発足

2019.12月号
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【全体運】ストレスを感じやすいとき。友人と食事したり、季節のイベントを楽しんだりす
る時間を意識してつくるように

【全体運】スムーズに夢がかなう環境に恵まれやすい期間。飛び込めば、新たな道が開けそ
う。発想力ＵＰには頭脳ゲームを獅子座 7/23

　～8/22

乙女座 8/23
　～9/22



11月9日と10日の両日、ＪＡ鈴鹿西部カントリーエレベーター、西部
営農・資材センターを会場に第58回のうきょうまつりを開催しました。
ＪＡと地域との結びつきを深めることを目的に開催し、来場者とのふれ
あいや様々な催しを通じて日頃の感謝を伝えるとともに、「地域農業」
と「農協事業活動」に対する理解促進とＰＲを行いました。
会場では、青果物や農機具の販売等、約100ブース以上が出店した
他、スーパーカー約20台の展示等、多彩なイベントを実施。ステージイ
ベントでは、JA鈴鹿がスポーツ協賛する「三重バイオレットアイリス」と
の交流やキャラクターショーにより会場を盛りあげました。

のうきょうまつり盛大に開催

▲ 来場客でにぎわう青果物コーナー

▲ 農産物品評会には300点を超える出品 ▲ たくさんの農機具がズラリ ▲ オークションは大盛況

10月30日、加太地区の農業者で作る「零余子
（ムカゴ）の会」は加太小学校全校生徒を対象に、
自然薯とサツマイモの収穫体験を実施しました。
この取組みは、地域児童への食育活動の一環とし
て開催しており、市やＪＡも協力しています。

加太小学校6年生自然薯収穫
出来良好で児童歓喜

▲ 大きな自然薯が収穫できました

10月30日、鈴鹿農業協同組合受託者部会は、
学校給食用に新米のコシヒカリ1,480㌔を鈴鹿
市の教育委員会へ寄贈しました。市内小中学校の
給食約18,000食に使われました。平成17年から
始まり今年で15回目。寄贈式終了後は、石薬師小
学校5年生の教室へ移動し、給食を食べながら交
流しました。

学校給食へ新米を寄贈

▲ 児童との食事を楽しみました

2019.12月号
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【全体運】新規開拓より、「継続は力なり」を目指して。丁寧に取り組めば問題も解決できま
す。グルメ情報にツキ

【全体運】人脈のネットワークを拡大できそう。特に趣味を通じて良い出会いがある予感。
新装開店のショップもお勧め天秤座 9/23

 ～10/23

蠍　座 10/24
 ～11/22



令和元年度を振り返って

イモ類などの貯蔵

体系処理のすすめ

●生育状況
一番茶は、3月、4月は低温少雨となり、やや遅い生育状

況で推移しました。また一部茶園では、霜害の影響を受け
ました。生産量は、前半はミル芽、適期摘採に取り組み減
産傾向で推移しました。中盤以降は高温、多照による芽伸
びもあり増産の茶園もみられましたが、全体的には、昨年
の15％程度の減産となりました。
二番茶は、6月中旬までは天候も順調に推移しました

が、6月下旬頃から雨が多く、摘採がずれ込み長い2番茶と
なました。生産量は、全体的には平年並みでしたが、摘採時
期の差があることで生産量に差がある結果になりました。
秋冬番茶は、2番茶後の整枝時期により収量に大きな

差がつきましたが、生産量は全体的には平年並みとなり
ました。
●病害虫発生状況
今年の病害虫は全体的に多く発生しました。
カンザワハダニについては、一番茶時期、二番茶時期に

多く発生しました。現在の個数は少ないですが、一部の茶

園で発生が確認できますので、来春の初期防除に努めて
下さい。
ハマキについては、１年を通して発生し、一部の茶園に

は収量に影響がでましたので、秋冬番茶以降多かった園で
は春の防除にて注意して下さい。
ホソガについては、近年、発生状況が多く推移していま

す。来年以降も適正防除に努めて下さい。
ウンカ・スリップスについては、例年より多く発生しま

した。
カイガラムシについては、一部茶園で秋の発生が多く

確認されています。冬期の防除も含め十分に注意して下
さい。
病気については、一部の茶園で輪斑病、炭素病、新梢枯

死病が発生していました。今年、病気の症状が出た茶園は
病原菌が潜伏し、来年も発生する可能性が高いため、注意
して下さい。
暖冬により、再萌芽している園が見られますが、来年の

一番茶に影響がある親葉もある程度確保され、順調に推
移しているように思われます。
来年も茶園巡回を行い、病害虫調査などを実施し、茶情

報の発行をしていきますので営農の参考にして下さい。

農作業ファイル
2019.12月号
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【全体運】周囲の助けを得て着実に物事が進歩していきます。丁寧に自分の考えを説明す

ること。休日は温泉がお勧め

【全体運】いつも以上に積極性アップ！　停滞していたことに取り組めば、好結果を手にで
きそう。くじや懸賞にツキあり射手座 11/23

 ～12/21

山羊座 12/22
　～1/19



肥料・農薬の使用方法など
　営農に関するお問い合わせは・・・・アグリホットライン（営農資材センター）☎（0120）920880

令
和
元
年
度の
う
きょう
まつり
農
産
物
品
評
会 

受
賞
者

◉
鈴
鹿
市
長
賞

　
石
井
寿
和
さ
ん（
国
府
）／
大
根

◉
亀
山
市
長
賞

　
伊
達
　
優
さ
ん（
野
登
）／

　
葉
付
し
ょ
う
が

◉
四
日
市
鈴
鹿
地
域

　
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
長
賞

　
杉
本
洋
二
さ
ん（
石
薬
師
）／
白
ネ
ギ

◉
四
日
市
合
同
青
果
社
長
賞

　
宮
﨑
義
孝
さ
ん（
国
府
）／
キ
ャベツ

◉
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

　
三
重
県
本
部
長
賞

　
藤
田
次
夫
さ
ん（
井
田
川
）／
柿

◉
鈴
鹿
農
業
協
同
組
合
長
賞

　
櫻
井
淑
江
さ
ん（
井
田
川
）／

　
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー（
指
定
）

◉
金
賞（
指
定
野
菜
の
部
）個
人

　
藤
井
雅
重
さ
ん（
国
府
）／
白
菜

　
長
屋
賢
一
さ
ん（
亀
山
神
辺
）／

　
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

◉
鈴
鹿
市
長
賞

　
村
上
雅
樹
さ
ん（
□
□
）

◉
四
日
市
鈴
鹿
地
域

　
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
長
賞

　
谷
口
久
生
さ
ん（
□
□
）

◉
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

　
三
重
県
本
部
長
賞

　
伊
藤
智
紀
さ
ん（
□
□
）

◉
鈴
鹿
農
業
協
同
組
合
長
賞

　
山
本
テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
ト（
□
□
）

◉
鈴
鹿
市
長
賞

　
村
上
雅
樹
さ
ん（
椿
）

◉
四
日
市
鈴
鹿
地
域

　
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
長
賞

　
谷
口
久
生
さ
ん（
椿
）

◉
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

　
三
重
県
本
部
長
賞

　
伊
藤
智
紀
さ
ん（
久
間
田
）

◉
鈴
鹿
農
業
協
同
組
合
長
賞

　
山
本
テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
ト（
椿
）

◉
亀
山
市
長
賞

　
伊
達 

エ
リ
ン
ダ 

幸
江
さ
ん（
野
登
）

◉
四
日
市
鈴
鹿
地
域

　
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
長
賞

　
伊
達
義
則
さ
ん（
野
登
）

◉
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

　
三
重
県
本
部
長
賞

　
西
川
博
安
さ
ん（
亀
山
神
辺
）

◉
鈴
鹿
農
業
協
同
組
合
長
賞

　一
見
守
一
さ
ん（
川
崎
）

か
ぶ
せ
茶
の
部

煎
茶
の
部

営農振興基金
※各事業とも3年間の事業計画書を提出頂
き、その計画が審査会によって適当であると
認められた方が助成対象となります。
※助成対象経費にはそれぞれ上限がありま
すが、助成回数の制限はございません。ま
た、汎用性のある機械は助成対象となりま
せんのでご留意ください。
※助成金の総額には上限がありますので、要
件を満たしていてもご希望に添えないこと
がありますので、あらかじめご了承ください。

詳しくは 営農指導課まで　TEL：059-384-1126

JA鈴鹿では、地域の特色ある農産物の生産振興を目的に営農振興基金を設立し、
下図の取り組みによる費用の一部を助成しております。

基
金
概
要

助成対象作物

助成対象

助成対象経費

白ネギ 審査会で適当と認めたもの園芸作物全般施設園芸作物
10a以上の新規取組
10a以上の規模拡大

1a以上の
新規取組

1a以上の
規模拡大を行う方

10a以上の新規取組
10a以上の規模拡大

資材費　機械・設備
新規取組にかかる経費
新規取引および規模拡
大にかかる経費

施設設備
新規取組に
かかる経費

種苗費　
規模拡大にかかる
経費

機械・設備
新規取組および規模拡
大にかかる経費
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【全体運】思いつきで動くとトラブルを呼びやすいよう。約束のドタキャンなど、避けまし
ょう。和風の空間は心和みそう

【全体運】環境改善に力を入れることで、うれしい変化が期待できます。大胆なイメチェン
にトライするのも幸運の呼び水に水瓶座 1/20

　～2/18

魚　座 2/19
　～3/20



2019-2020 年末・年始 業務のご案内
12月

30㊊ 31㊋
1月

1㊌ 2㊍ 3㊎ 4㊏ 5㊐ 6㊊

通常稼働
（7：00～21：00）※④

※① ●12月27日午後３時までの注文→12月30日配送　●12月27日午後3時以降の注文→年明け1月6日より順次配送
 　　　※在庫がある分については上記ルールで配送を予定。
※② 果菜彩は30日午後3時まで営業、年始は1月4日より営業開始
※③ 12月31日→受付・告別式は行いますが、通夜は行いません。1月1日→受付・通夜は行いますが、告別式は行いません。火葬に関しては、各斎苑に準じます。
※④ 店外設置ＡＴＭの稼働時間については、設置先の営業時間により異なります。●鈴鹿市役所ATMは28日㈯～5日㈰まで休業です。

一般業務（本店・支店・出張所） 

整 備 セ ン タ ー

配 送 セ ン タ ー

資 材 セ ン タ ー

購 買 店 舗

果 菜 彩

ロ ー ン セ ン タ ー

葬 　 　 祭 　 　 課 ※③

さ つ き 温 泉

ＪＡ 鈴 鹿 店 舗 ＡＴＭ

日　付
施設名

　令和2年1月31日㈮をもって総代の任期が満了しますので、総代選挙規程により総代選挙を下記の通り
実施いたします。

人 事 異 動 令和元年11月1日付

農協総代の改選について

【審　査　役】

発　令 氏　名

選　挙　期　日

藤村　竜也

服部　浩樹

坂野　善次

谷口　賢治

旧　任
営農部 営農経済課 課長 兼 営農・資材センター長

玉垣支店 支店長

井田川支店 支店長

営農部 直販課 課長代理 兼 果菜彩稲生店 店長

井田川支店 支店長

営農部 直販課 課長

玉垣支店 支店長

営農部 営農経済課 課長代理 営農経済渉外員

令和２年１月20日㈪ 投　票　時　間 午前８時30分から午後５時まで
投　票　場　所 鈴鹿農協 各支店・出張所 開　票　場　所 鈴鹿農協 各支店・出張所
選挙する総代数 支店総代定数 選 　 挙 　 区 各支店・出張所管内

そ 　 の 　 他 イ）総代候補は正組合員であること（男女の別は問わず、未成年者を除く）
ロ）立候補は選挙期日の３日前までであること
ハ）立候補又は推薦候補者が選挙区毎に定数を超えない場合は無投票当選とします。

※JA鈴鹿では、女性の方も多数総代として活躍されています。JA鈴鹿は女性総代の更なる拡大を推進しています。

営業 営業休業 休業 休業 休業 休業 休業

営業 営業休業 休業 休業 休業 休業 休業

営業
※① 営業休業 休業 休業 休業 休業 休業

営業 営業休業 休業 休業 休業 営業 営業

営業 営業休業 休業 休業 休業 休業 休業

営業
※② 営業休業 休業 休業 休業 営業 営業

営業 営業休業 休業 休業 休業 休業 休業

営業 営業営業 営業 営業 営業 営業 営業

休業 営業休業 休業 休業 営業 営業 営業
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　タテのカギ、ヨコのカギをヒントにしてクロ
スワードパズルを解いてください。二重マスの
文字をＡ→Eの順に並べてできる言葉は何でし
ょうか？正解された方の中から5名様に粗品を
進呈いたします。

〈
ハ
ガ
キ
記
入
例
〉

63 5 1 3 8 6 5 0

Ｊ
Ａ
鈴
鹿

の
う
き
ょ
う
す
ず
か

　
　
　
　
　
　
　

係

●
締
切
12
月
31
日（
火
） 

当
日
消
印
有
効

①
ク
イ
ズ
の
答
え

②
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢

③
一
番
良
か
っ
た
コ
ー
ナ
ー

④
本
誌
へ
の
ご
意
見
・ご
感
想

ジャガイモ
国分　多代さん（鈴鹿市汲川原町）
石川　恒三さん（　〃　三 畑 町）

中村　秀敏さん（　〃　小 社 町）

森川武千代さん（亀山市天　　神）
竹中千津子さん（　〃　加太梶ヶ坂）
応募総数71名中上記の5名が当選
しました。おめでとうございます。

JA鈴鹿https://www.ja-suzuka.or.jp/

←

タ
テ
の
カ
ギ

①
毛
糸
や
棒
針
な
ど
を
使
っ
て
楽
し

み
ま
す

④
年
賀
状
を
書
く
た
め
に
買
っ
て
こ

な
く
ち
ゃ

⑦
積
み
上
げ
て
塀
を
作
る
こ
と
も

⑨
ポ
ン
ポ
ン
と
突
い
て
遊
び
ま
す

⑩
ツ
キ
ノ
ワ
、ホ
ッ
キ
ョ
ク
と
い
え
ば

⑪
肌
の
こ
と
。ド
ラ
イ
○
○
○

⑬
食
用
に
す
る
ユ
リ
の
鱗
茎（
り
ん
け
い
）

⑮
O
P
E
C
は
○
○
○
輸
出
国
機
構

の
略
称
で
す

⑯
も
ろ
み
な
ど
を
搾
っ
た
後
に
残
る
物

⑰
水
道
、電
気
と
並
ぶ
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

⑱
グ
ル
メ
と
も
呼
ば
れ
る
○
○
○
○
家

⑳
A
M
を
聞
こ
う
か
な
、F
M
に
し

よ
う
か
な

㉑
言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
す

↓

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
手
に
は
め
る
防
寒
具

②
良
い
香
り
が
す
る
○
○
○
キ
ャ
ン

ド
ル

③
リ
ン
ゴ
の
芯
の
周
り
に
入
っ
て
い

る
こ
と
も

⑤
つ
ら
さ
を
ぐ
っ
と
耐
え
忍
ぶ
こ
と

⑥
穴
を
開
け
る
工
具

⑧
結
婚
指
輪
を
は
め
る
と
こ
ろ

⑫
餅
を
つ
く
人
が
手
に
持
ち
ま
す

⑬
冬
空
か
ら
降
る
白
い
物

⑭
ロ
シ
ア
の
首
都
で
す

⑮
怖
い
話
を
聞
く
と
凍
り
そ
う

⑯
住
み
込
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん

⑰
無
地
の
物
に
は
付
い
て
い
ま
せ
ん

⑲
ト
ナ
カ
イ
も
こ
の
仲
間

貯 金 残 高
貸 出 金 残 高
長期共済保有高
購 買 品 供 給 高
販 売 品 取 扱 高

…
…
…
…
…

4,289億2,881万円
499億5,548万円

6,505億9,076万円
36億4,874万円
40億4,303万円

　令和元年11月26日㈫開
催の第404回理事会では、
次の事項について協議・承
認され、報告が行われまし
た。（抜粋）

第404回理事会
▶令和元年度上半期自己資本比率の算
定結果とディスクロージャーについて

▶総代選挙に係る管理者および立
会人の承認について
▶役員選任に係る役員推薦委員の
報告について

わたしたちの
ＪＡ

令和元年11月18日現在

「皆貯金日」の呼称を令和2年1月から「家庭訪問日」
と改めさせて頂くこととなりました。組合員・地域の皆
さまからJAをより身近に感じてもらえるよう実施する
もので、呼称は変更となりますが、これまで「皆貯金
日」で職員が行っていた業務（各種ご案内のお届けや集
金など）に変わりはありませんのでご了承ください。呼
称変更後も変わらずご愛顧賜りますようよろしくお願い
致します。

皆貯金日の呼称変更について

令和元年12月まで

皆貯金日
令和2年1月以降

家庭訪問日

2 月
5 木
10 火
11 水
12 木

14 土
15 日

20 金
21 土
22 日
28 土
29 日

12月

8 水
9 木
10 金
11 土
12 日

18 土

19 日
22 水
24 金
25 土
26 日

1月
家庭訪問日
　〃
　〃
果菜彩鈴鹿店感謝祭
　〃
植木市
無料税務相談会（総合相談センター）
無料年金相談会（国府支店）
果菜彩稲生店感謝祭
　〃
植木市
無料税務相談会（亀山支店）
果菜彩亀山店感謝祭
　〃

鈴鹿

植木市
無料税務相談会（白子支店）
皆貯金日
　〃
　〃
植木市（止市）
果菜彩鈴鹿店収穫祭
　〃
無料年金相談会（総合相談センター）
無料税務相談会（国府支店）
果菜彩稲生店感謝祭
　〃
果菜彩亀山店感謝祭
　〃
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2
0
1
912

 V
o
l.3

6
8

の
う
き
ょ
う
す
ず
か

●
発
行
／
鈴
鹿
農
業
協
同
組
合
　
〒
513-8650 鈴

鹿
市
地
子
町
1268番

地
　
　
　
　
TEL（

059）384-1111　
U
R
L https://ja-suzuka.or.jp/

●
印
刷
／
阿
竹
印
刷
工
業
株
式
会
社
　
　
　
こ
の
広
報
誌
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。


